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非血縁間さい帯血移植状況（2013年8月1日現在の速報値）

2012年8月
　～2013年7月
累計数　1144

2011年8月
　～2012年7月
累計数　1151

～～

移植数（累計） 公開数9915 23724

※複数さい帯血移植数を換算しています。
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第71号

1万例記念でタイムカプセル
収納品は一般公募でも

　１万例を記念するタイムカプセルは、
ステンレス製で完全密閉型です。収蔵
スペースとしては容積で20リットル程
度のものを予定しています。タイムカ
プセルというと、多くの場合は地中に
埋蔵するケースも多いようですが、今
回は設置場所の制約から埋蔵型ではな
く展示型のタイムカプセルを予定して
います。

収蔵品は関係者参加で
　タイムカプセルに収蔵する物品は、
これまでのさい帯血バンク事業や、さ
い帯血移植に関連する基本的な資料は、
日本さい帯血バンクネットワークがま
とめて集めます。また、ネットワーク
に参加（過去を含む）しているさい帯

血バンクが独自の判断により、未来へ
伝えるメッセージとして、自由な発想
で収蔵物の内容を決めることになって
います。
　そのほか、採取医療機関や移植医療
機関からの収蔵依頼も受け付けます。
さらに、さい帯血提供者（ドナー）やさ
い帯血移植体験者（レシピエント）か
らの個人的な収蔵希望も受け入れます。

収納品公募と制限
　爆発物などの危険品、化学変化など
を起こすもの、電池など液体や水分を
含むものは収納できません。また、容
積には限りがあって、あまりサイズが
大きなものは収納できません。
　１万例記念タイムカプセルに収めた

い物品は2013年９月10日までに「日本
さい帯血バンクネットワーク事務局・
タイムカプセル係」にお送りください。

記念イベントで「封印式」
　９月28日午後にTKP田町カンファレ
ンスセンターで開催される「１万例突
破記念イベント」で、タイムカプセル
の封印式を行います。また、設置場所
についてはこの記念イベントで正式発
表することにしています。

オープンは
移植2万例になって
　さて、このタイムカプセルのオープ
ン＝開封は？……さい帯血バンクを介
したさい帯血移植症例数が２万例を突
破した日を予定しています。このまま
のペースで進展していけば、８年後あ
たりになるのか？　それとも、もっと
移植が増えて早い時期に達成されるの
か？　いや、さい帯血を移植するより
もっと別の簡便な治療法が開発されて
移植数が低下するのかも？
　そのとき、このタイムカプセルに収
蔵されていた品々は、その時の人々に
どのように受け取られるのでしょうか。

　わが国で実施されたさい帯血移植はまもなく１万例を突破します。この大きな記録を形に残して、次の世代にこの道程を伝
えていくために、さい帯血バンク事業に関連した様々な品々と資料などをタイムカプセルに収蔵することになりました。

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す



　日本さい帯血バンクネットワークで
は、出産の際にさい帯血を提供してく
れた赤ちゃんに、ご協力の記念として
ささやかな品を差し上げていましたが、
ここのところは財政難から久しく失礼
をしていました。このたび、各さい帯
血バンクの希望で、さい帯血バンクの
マスコットキャラクター「きずなちゃ
ん」をデザインしたスタイを再び作成

　日本さい帯血バンクネットワークの
事業評価委員会では、毎年各さい帯血
バンクへのサイトビジット（現地訪問
調査）を実施していますが、昨年度に
実施した現地調査総括報告書が６月の
事業運営委員会で検討され、その中か
ら次にあげる二つの不具合事例につい
て、７月の事業運営委員会でより詳し
い報告がありました。
　ひとつは本誌70号で報告した保存さ
い帯血の取り違えの事例です。これは
東海大学さい帯血バンクで起きた個別
事例だと思われていましたが、同様な

して、さい帯血採取にご協力をいただ
いたお母さまにお渡しできることにな
りました。
　以前に作ったものよりもサイズも長
めになり、ピンクとイエローのストラ
イプに、きずなちゃんのイラストもよ
り大きくプリントされています。また、
首まわりを止める面ファスナーも、赤
ちゃんの肌にはより優しいものへと改

●「さらなる飛躍へのステップ」
　さい帯血移植１万例突破記念大会
■日時：2013年9月28日（土）午後１時から午後５時30分
■会場：TKP田町カンファレンスセンター
　　　　東京都港区芝5-29-14田町日工ビル
　　　　TEL：03-3456-2750　
※前号で開始時刻が午後２時となっていましたが、正しくは午後１時です。

善されました。

事例が平成23年度の近畿さい帯血バン
ク（当時は京阪さい帯血バンク）でも
起きていました。こちらは複数のさ
い帯血を同時に調製・保存したこと
が原因となっていました。明らかに
ヒューマンエラーのため、複数の人間
でチェックするなど、既に改善策がと
られています。
　また兵庫さい帯血バンクでは、さい
帯血保存用バッグの破損例が報告され
ました。これは平成23年度に188例の
申込みがあったうちの７例について起
きていたことがわかりました。なぜ液

体窒素での保存中にバッグが破損する
ことになったのか、今のところ決定的
な原因を解明するにところには至って
いません。他のさい帯血バンクでも同
様のバッグを使用していますが、この
ような破損事例はありません。兵庫さ
い帯血バンクに引き続き検討を行うよ
うに指示が行われました。
　いずれにしても、アクシデント、イ
ンシデントを各バンクで早期に情報共
有し、安心、安全なさい帯血を患者さ
んに届けるよう努力してまいります。

事業評価委員会現地調査報告
とり違え事例（近畿）とバッグ破損（兵庫）

赤ちゃんへのプレゼント
新しいスタイができました



元気になりました
分水嶺の輝き
──さい帯血ミニ移植で蘇った命

　人生の３分の２を過ごしたサラリー
マン生活を終え、第二の人生設計を思
い描いていた2002年の秋（62歳）、治
療法が確立されていない難病「骨髄異
形成症候群（MDS）」と診断された。
「そんな馬鹿な！」という強い否定か
ら始まり、悶々とした絶望の淵より一
条の光を見出した時「前向きに頑張れ
ば、３年ほどは色々やりたい事ができ
るだろうか？……否、できる」そんな
気がして、実現可能と思う「目標を設
定」した。
　①�現役時代から温めていたヒマラヤ

トレッキング（アンナプルナ山群）
　②�亡き母の信仰に想いを馳せ、四国

88 ヶ所巡礼の旅
　③�戦争に駆り出され無念の死を遂げ

た父の慰霊巡拝の旅（ミャンマー）
　④�荒廃が進む里山林の手入れに、森

林ボランティアとして参加
　⑤�経験と知識を生かせる職場で、可

能ならば65歳まで仕事を続行
　⑥�日本の3000メートルを超える山の

頂21座、すべて登頂
　設定した目標の達成を目指してチャ
レンジを続けた登山が、障壁に向かっ
ていく精神力と体力を強めることにな
り、結果的にこれが病気の進行にブ
レーキをかけてくれたのだが……やは
り病は徐々に進行して、告知から５年
目に緊急入院となった。しかし、希望
をもって前向きに過ごしてきたこの５
年ほどの間に、ミニ移植やさい帯血移
植の医療技術が画期的な進歩をし、高
齢者にとって治療法はないとされてい
たこの難病が、臨床研究段階の治療と
して手が届く位置にあるのでは……と
思い至り、主治医の先生に治療の検討
を申し出た時は67歳だった。
　さい帯血による造血幹細胞ミニ移植
により、消えかけた命に新たな命が吹
き込まれ、多くの人々の温かい愛と励
ましに助けられながら、過酷な治療に
打ち克つことができた。そして、移植
後５年半ほどが経過してなお、このよ

うに元気に生か
されている。
　親交のある老
医師は「村上さ
ん、これはまさ
に奇跡ですよ」
と言い、信頼す
る友人は「備え
られたところに
奇跡は……舞い
降りてくるのだ
ね」としみじみ
呟く。
　自分を鼓舞す
るように立てた六つの目標は、乗鞍岳
のみ果たすことができず大変心残り
だったが、2010年の夏3026メートルの
頂に登頂することが叶った。乗鞍岳は、
日本列島の太平洋側と日本海側の水系
を分ける境界の連続線である中央分水
嶺の最高地点に頂をもつ。2700メート
ルの畳平で高所順応を兼ねて一泊、で
きれば頂上でご来光を、という行程で
早朝に出発した。この時、移植後の血
球は赤血球の回復がゆるやかでヘモグ
ロビン値は何とか二桁の10.2g/㎗。酸
素濃度の薄い高所ゆえ、かなり息苦し
い。
　紺碧の空が徐々に白み始め、ゆっく
り昇りはじめた太陽は雲海を黄金に染
め、オレンジ色から真っ赤な炎のよう
に変化し、雲の海を見事に燃えあがら
せた。分水嶺は朝日に照らされ太平洋
側は眩しく輝き、日本海側は重厚な濃

紺の光を放っていた。雲海の彼方に聳
える御嶽山は優しく微笑み、「不思議
ないのち」に生かされ、ご来光の壮大
なドラマに圧倒されている私に、天か
ら託された一つの「使命」を示してく
れた。
　さい帯血を提供してくださったご両
親と赤ちゃんに、心から感謝を込めて
お礼申し上げます。元気な男の子だと
聞かされました。本当に感謝です。あ
りがとう�!!
　この命を蘇らせて下さった主治医の
アドバイスもあり、闘病の記録として
一冊の書物�『分水嶺の輝き “臍帯血ミ
ニ移植で蘇った命”』にまとめ、自費
出版しました。この印税収入はすべて
兵庫さい帯血バンクに、感謝を込めて
寄付させていただいております。
� （兵庫県在住）

移植患者さんの手記大募集

　本誌『さい帯血バンクNOW』では、さい帯血移植を受けられて、元気になった移植患者さんの手
記を連載しています。移植から1年程度以上経過して、健康を回復された患者さんは、体験やメッセー
ジを書いてみませんか。原稿は2000字程度にまとめて、写真やイラストなどとともにお送りください。
投稿は郵送でもメールでもかまいません。また、いただいた原稿は本誌に掲載するほか、さい帯血バ
ンクの広報活動で使わせていただくことがあります。どうぞふるって手記をお寄せください。
〈送付先〉
　〒105-0012　東京都港区芝大門1-1-3日本赤十字社ビル内
　日本さい帯血バンクネットワーク「さい帯血バンクNOW」編集部宛
　network-jimukyoku@j-cord.gr.jp

連載第⑤回
村上貴公

乗鞍岳頂上（2010.8.5）移植後2年5カ月（筆者は右）



チームワークの良さが
移植成績を

　広島赤十字・原爆病院では、2011年
10月から「移植コーディネーター（移
植Co）」を配置して、患者さん個々に
合わせたタイミングで移植ができるよ
うに、移植の準備などを進めています。
疾患の多くは急性骨髄性白血病で、移
植時年齢は14歳～ 71歳と幅広くなっ
ています。患者さんのニーズや疾患の
状態に応じて移植の準備ができるこ
とに岩戸部長は「いかに、安全に現実
的に移植成績を維持できるための工夫
ができるか。その工夫のひとつが、移
植準備をタイムリーに行っている移植
Coの存在だと思います」と、移植Co
の存在の強みを話してくれました。骨
髄バンクやさい帯血バンクの手続き、
血縁ドナーさんのフォローアップ、骨
髄採取の運搬など多忙な日々を送って
いる青木移植Coは「大変な時も、も
ちろんありますが、患者さんのために
自分ができることをしっかりやってい
きたいと思います」と仕事のやりが

いについ
て語って
くれまし
た。実は
青木さん
は、岩戸
部長の外
来に通っ
ていた患

�広島赤十字・原爆病院

チーム医療の向上をめざして
訪問訪問

者さんでした。病を克服し、病気とう
まく付き合っていきながら仕事を続け
ている、青木さんの姿にパワーをいた
だきました。多くの患者さんだけでは
なく、医療者にもパワーを与えて移植
チームをサポートしている姿が目に浮
かびました。

子どもの成長を促す
チーム医療を

「いろいろな人との関わりが、子ども
の成長のためにはとても大事なことな
んです」と浜本部長がやさしく語り始
めました。乳児白血病や先天性免疫不
全などは、生まれてから何かしらの感
染症で病院を受診し、診断がつき次第、
できるだけ早期にタイミングよく移植
をすることが治癒につながる病気であ
ると話してくれました。生後２カ月で
移植をした事例もあるとのこと。壮絶
です。医師や看護師だけではなく、薬
剤師、理学療法士、食育といった面で
栄養士、チャイルドライフスペシャリ
スト、さらに欠かせないボランティア
の協力と、チーム一丸となって病気と
向き合っている子どもやそのご家族を
サポートする体制は大変心強さを感じ
ました。また、院内学級もあって、先
生たちも支えています。病気があって
もなくても、子どもは日々成長してい
ます。病を治すだけではなく、子ども
の成長のために、さまざまな方が関わ
ることで、退院後できるだけスムーズ
に元の社会生活に戻れるよう配慮した

　広島赤十字病院は昭和14年に設立され、昭和63年の改築を期に隣接していた
原爆病院と統合し、広島赤十字・原爆病院と名称を変え現在に至っています。原
爆被爆者の健康管理と疾病の診断と治療にも力を注いでいる地域の中核病院で
す。造血幹細胞移植では同種移植数で（小児科を含め）年間50件前後で、その内
さい帯血移植は15件ほどです。近年、移植源としてさい帯血を選択することは増
加しており、さらなる移植数の増加も期待されます。今回は、浜本和子小児科部長、
移植を担当されている岩戸康治輸血部長、青木紀子移植コーディネーター（看護師）
にお話をうかがいました。

■善意のお気持ちに感謝します■
福岡県　　聖マリア病院　血液内科様
� 100,000円
大阪府　　福田博行様� 20,000円
神奈川県　富岡礼子様� 10,000円
東京都　　廣谷栄一様� 10,000円
東京都　　松本博・智子様� 10,000円
静岡県　　豊田龍二様� 10,000円
埼玉県　　大寺信行様� 9,000円
東京都　　松本翔次郎様� 5,000円
宮城県　　（匿名）� 5,000円
神奈川県　井上康久様� 3,000円
　　　　　コモリアスナ様� 2,200円

環境に目を奪われました。

両科共同での
長期フォローアップを
　小児科では15年前、血液内科では10
年前にさい帯血移植をうけた患者さん
が、今でも定期的に外来通院している
そうです。神奈川臍帯血バンクと東海
大学さい帯血バンクから提供を受けて
移植をされたそうです。患者さんたち
は、さい帯血血の提供をうけられたこ
とに本当に感謝をしていると岩戸部長
が話してくれました。移植後は長期的
な問題として二次がんの発生などがあ
ります。また、小児期での移植は、不
妊や成長障害などの晩期合併症の問題
を抱えて生活していくこともあります。
さまざまな状況に応じて対応していけ
るような、長期フォローアップ外来の
夢を浜本部長が語ってくださいました。
地域に根付いている病院だからこそで
きる体制づくりを、多くの移植患者さ
んが期待していることでしょう。


